




要約:完全寛解維持生存中の白血病患児の心臓障害の頻度・種類・経過等について検討した。

心臓障害の発生頻度は施設間の差が大きく明らかなことは言えないが,1 年以上完全寛解

維持生存中の患者についての成績は約30%と高頻度であった。心毒性の強い anthracycline

系薬剤を投与されている ANLLで頻度が高いのは勿論であるが,それ以外の薬剤で治療され

ている ALL でも心臓障害が認められており,白血病の診療上注意が必要である。 


